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春らしい陽気 になっ てきました。  

現在会員登録数 4,382 人さま。次号は５ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「第 158 回日本児 童文学学会  関西例会 」  

シ ン ポ ジ ウ ム 「 近 代 日 本 の 児 童 文 学 と 歴 史 読 み 物  － ヒ ー ロ ー ・ ヒ ロ イ ン の

受容史・社会 史」  

登壇者：今田絵里香（ 成蹊大学）、榊 原千鶴（名古屋大学）、ア ー フケ・フ ァン

＝エーワイク （日本 学術振興会外 国人特 別研究員）、鈴木彰 （ 立教大学）  

日  時：５月 24 日（土） 13： 00～ 16： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  定  員： 60 人  参加費： 無料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例会  （ IICLO 共催）  

※事前申し込 み不要 、 詳細は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#070524  

◇大阪府立中 央図書 館  国際児童文学館 で は、小展示「明 治の子 どもの“みる・

よむ・あそぶ ”～昔 むかしのヒー ロー・ ヒロインたち ～」 が 開催中。  

（アーフケ・ ファン ＝エーワイク 解説、 IICLO 協力）  

https://www.library.pref.osaka.jp/97044  

（国際児童文 学館の ページ へ）  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な  

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
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https://twitter.com/IICLO_News
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

*****************************************************************  

『キャロット バトン』 こまつあや こ /著  毎日新聞出版  2025 年 2 月  対象

年齢：小学校 高学年 以上  

 

＊今回のゲス トは 当 財団特別専門 員の小 松聡子さん（ Ｓ） で す。  

 

あらすじ：友真（ゆう ま）は、創体スポーツ 大学付属小学 校（略し て創スポ小）

に 通 う 小 学 ５ 年 生 の 少 年 。 ５ 歳 の 受 験 の と き 、 た ま た ま と び 箱 を と ん で し

ま っ た こ と か ら 、 ス ポ ー ツ に 特 化 し た 小 学 校 に 入 学 し た が 、 実 は 運 動 が 苦

手で、童話が好き で書 いている。幼いと きは 、ぜんそくで入院 が続 き、病院

友 だ ち だ っ た 啓 太 に 運 動 会 で リ レ ー の 選 手 に な る と 宣 言 す る が 、 望 み は 薄

い。ある日、学 校図書 館に創作ノー トを忘 れ、それを拾っ た背が 高くて運動

の苦手な６年 生の咲 絵（さえ）に声をか け られる。そして、友 真 の書きかけ

の 童 話 を ４ 人 の 男 女 で リ レ ー を し な が ら 仕 上 げ る こ と に な る 。 初 出 は 「 毎

日小学生新聞 」（ 2022 年４月１日～ ７月６ 日）。  

 

Ｓ：まず、『キャロ ッ トバトン』と いうタ イトルに魅か れまし た。  

Ｙ：ニ ンジン＋バ トン 。キャロットは、友 真 の創作ノート の色で あり、ウサギ

た ち が ニ ン ジ ン を し ょ っ て 森 の 中 を 走 る と い う 友 真 の ス ト ー リ ー の 設 定 か

ら 来 て お り 、 バ ト ン は 、 実 際 の 運 動 会 の リ レ ー と お 話 を リ レ ー す る と い う

二つの意味が かけら れています。  

Ｓ ： 友 真 、 咲 絵 、 理 瑠 （ り る ）、 千 弦 （ ち づ る ） の ４ 人 が 、 童 話 リ レ ー を し 、

そ の こ と が 章 ご と に 書 か れ て い ま す が 、 ４ 人 の 性 格 や 悩 み 、 好 き な こ と な

ど が わ か り や す く 描 か れ て い て 、 キ ャ ラ ク タ ー が つ か み や す い と 思 い ま し

た。  

Ｙ：運動が苦 手で童話 を書くことが 好きな 友真、背が高 いけれど 、やはり運動

は苦手な咲絵、運動は そこそこでき て、ファ ッションに興 味があ り、文字を

書くのが苦手 で、太り たくないと思 って食 べる量を強く 意識し ている理瑠 、

全 日 本 子 ど も 陸 上 大 会 の ５ 年 生 の 部 で 優 勝 す る ほ ど 足 の 速 い 千 弦 と 多 様 で

す。  

Ｓ：咲絵は、友だちを 失いたくなく て、見え ないセロハン テープ でくちびるの

両 端 を 固 定 す る み た い に 、 笑 顔 を つ く っ て い ま す 。 背 の 高 さ ば か り が 目 立

っ て 、 運 動 が 得 意 だ ろ う と 決 め つ け ら れ る の が 嫌 だ と 思 っ て い た の に 、 友

真のノートを 見つけ たとき、「ウサギ の童 話を書くのは 女の子 だ」と自分 も

決めつけてい たこと に気づく場面 は心に 残りました。ま た、千 弦は、体育が

苦手なために 転校す る紗都美（さと み）に クラスを代表 して「努 力すれば道

は開ける！」と書い たカードを渡 した時 に、「努 力バカ」とつ ぶやかれた苦

い思い出があ ります 。  

Ｙ：そ れぞれが葛 藤を 抱えていて、バラ ンス がいいですよ ね。そし て、私は、

特 別 な 小 学 校 を 舞 台 に し た こ と に よ っ て 、 な じ め な い 場 所 で の 居 心 地 の 悪

さがはっきり と伝わ る点が興味深 かった です。  

作中の創作童 話も楽 しく読みまし た。  

Ｓ：４人が書くウサ ギ のキャラクタ ーに、そ れぞれ自分が 投影さ れています。

走ることが苦 手な「ピ ョンマ」、耳 が長いの に足がおそい「う さえ 」、洋服を

作るのが好き な「リ ルラビ」、走るこ とが 好きでがんば ってい る「チーター

ラビット」。そ れらの ウサギたちが 紡いで いく物語がど う着地 するかを想像

しながら読む のも楽 しかったです 。  



Ｙ ： リ レ ー に よ っ て 童 話 が ど ん ど ん 発 展 し て い っ て 、 友 真 が 結 末 を 書 く こ と

に な り ま す が 、 創 作 の リ レ ー を し 、 こ れ ま で 知 ら な か っ た 友 だ ち と 出 会 う

こ と に よ っ て 、 最 初 に 考 え て い た 結 末 と は 違 う 結 末 を 書 き ま す 。 こ こ か ら

は、「書く とはどう い うことか」「物語の 結 末の意味」など が読み 取れると思

いました。  

Ｓ：親 が勝手に判 断し て、いきなり転校 しよ うと言うのに 対して、友真が「決

め つ け な い で よ 」 と 言 っ て 、 自 分 で 進 む 道 を 選 ん だ 結 末 に た の も し さ を 感

じ ま し た 。 他 の ３ 人 も そ れ ぞ れ 成 長 が 読 み 取 れ 、 さ わ や か な 読 後 感 が 残 り

ました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 116 回「〔手紙（ 二 ）〕」  

 反転する力  

 

〈印度のガン ジス河 はあるとき、 水が増 して烈しく流 れてい ました。  

それを見てい る沢山 の群集の中に 、尊いア ショウカ大王 も立た れました。 

大 王 は け ら い に 向 か っ て 「 誰 か こ の 大 河 の 水 を さ か さ ま に な が れ さ せる

ことのできる ものが あるか」と問 われま した。〉  

 

これが、「〔手紙（二 ）〕」という表題の短 い物 語の書き出し です。け らいはみな

「陛下よ、そ れはとて も出来ないこ とでご ざいます」と 答えるの ですが、ビン

ズ マ テ ィ ー と い う い や し い 職 業 の 女 が 真 心 を こ め て 河 に 祈 る と 、 た ち ま ち 、

さかさまに流 れます 。  

 

感動した大王 は、「ど うしてそちの ような いやしいもの にこん な力があるの か、

何の力による のか」と たずねます 。女が答え ます。――「陛下よ 。私は私を買

って下さるお 方には 、おなじく つかえま す。（中 略）ひ とりを たっとびひと り

を い や し み ま せ ん 。 陛 下 よ 、 こ の ま こ と の こ こ ろ が 今 日 ガ ン ジ ス 河 を さ か さ

ま に な が れ さ せ た わ け で ご ざ い ま す 」 娼 婦 で あ る 女 は 、 大 王 に 率 直 に 述 べ ま

す。  

 

女は、「まこと の力」とも「まことのここ ろ 」ともいうのですが 、「まこと」と

は、賢治が思 いをこめ る、大切なこ とばの一 つで、さまざ まな作品 に出てきま

す。「 まことのこ とば はうしなはれ ／雲は ちぎれてそら をとぶ 」「（ま ことのこ

と ば は こ こ に な く ／ 修 羅 の な み だ は つ ち に ふ る ）」（ い ず れ も 「 春 と 修 羅 」）、

「 す べ て ま こ と の ひ か り の な か に 、 い っ し ょ に す む 人 は 、 い つ で も い っ し ょ

に行くのです 。」（「 め くらぶどうと 虹」） な どなどです。  

 

「すると、ああ、ガ ン ジス河、幅一里に も近 い大きな水の 流れは、みんなの目

の前で、た ちまちた けりくるって さかさ まにながれま した。」――女の「 まこ

との力」は 、河の流 れを反転させ 、「い や しいもの」は「大き なもの」に変 わ

ります。  

 

この反転する 力は、賢治に固有の ものか もしれません 。不意 に、「ど んぐりと

山猫」で、一 郎の助言 を得て、山猫 がどんぐ りたちに申し 渡した ことばを思い

出します。――「こ の なかで、い ちばんえら くなくて、ばかで、め ちゃくちゃ

で、てんでな っていな くて、あたま のつぶれ たようなやつ が、いち ばんえらい

のだ。」（馬車 別当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房 版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』



によりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７０  

*****************************************************************  

 

「むかし、むかし、あるところに」お ば あちゃんは話 しはじ めた。「三匹 のこ

ぶたがおかあ さんと いっしょにく らして いました」  

「ブタのおか あさん は死んだんだ 」と、 ウィリアム。  

「まあ、死ん でない わよ」  

「 死 ん だ ん だ 。 ベ ー コ ン は 死 ん だ ブ タ か ら つ く る ん だ よ 。 ブ タ の お か あ さ ん

は朝ごはんに 食べら れちゃって、 皮は鳥 のえさになっ たんだ よ」  

 

（「ウィリ アム版『三 匹のこぶた 』」『こ わ いものなんて 何もな い』ジャン・マ

ーク /著  三辺律子 /訳  パロル舎  1997 年 9 月  p.120）  

 

イギリスの作 家、ジャ ン・マー ク（ 1943-2006）の、「三匹のこぶた 」のパロデ

ィ作品です 。「ウ ィリ アムとおばあ ちゃん は、ウィリ アムのママ が病院にいっ

ている間、一時間、お互いのおも りをす ることになっ た。」と 始まります。お

互 い が 、 お も り を し て あ げ て い る と 考 え て い る と い う こ と を 示 唆 す る な か な

か皮肉の利い た冒頭 です。  

 

ウィリアムの 年齢は 書かれていま せんが、作品から、ま だ文字が 読めず、三輪

車に乗ってい ること がわかります 。ウィリ アムは、おば あちゃん に「三匹のこ

ぶた」のおは なしをリ クエストしま すが、引 用のように、おばあち ゃんの語り

に 何 度 も 口 を は さ み ま す 。 そ し て そ こ か ら 、 ウ ィ リ ア ム の お か あ さ ん に 赤 ち

ゃ ん が 生 ま れ る こ と を 不 安 に 思 っ て い る こ と 、 赤 ち ゃ ん の こ と を ブ タ の よ う

に 感 じ て い る こ と 、 そ し て 自 分 は お お か み の よ う に 、 何 で も 食 べ て し ま い た

い 気 持 ち で い る こ と が 読 み 取 れ ま す 。 引 用 で も 、 ウ ィ リ ア ム が ブ タ の お か あ

さ ん が 死 ん で い る と 言 う の は 、 自 分 を お ば あ ち ゃ ん に 預 け た お か あ さ ん へ の

ウィリアムの 不満が 反映している と考え られます 。  

 

ま た 、 ウ ィ リ ア ム と お ば あ ち ゃ ん の 会 話 か ら は 、 二 人 の ユ ー モ ラ ス な 駆 け 引

き が 楽 し め ま す 。 お お か み は 一 匹 目 の こ ぶ た を サ ン ド イ ッ チ に し て 食 べ た と

ウ ィ リ ア ム が 言 っ た の で 、 お ば あ ち ゃ ん は 二 匹 目 に つ い て も 、 ど う や っ て 食

べ た か を ウ ィ リ ア ム に 聞 き ま す 。 す る と 、 ウ ィ リ ア ム は 予 想 を 裏 切 っ て 「 口

で」と答えま す。ここ には、おばあ ちゃんの 思う通りなん かにな らないと思う

ウ ィ リ ア ム の 強 い 意 思 が 感 じ ら れ ま す 。 引 用 部 分 で は 、 ベ ー コ ン に 関 す る 知

識 を お ば あ ち ゃ ん に 披 露 す る こ と で 、 自 分 が い か に 賢 く て 知 恵 が あ る か を 主

張しているよ うに読 めます。  

 

このように、この 作品 は、ウィリアムと おば あちゃんが「三匹 のこ ぶた」のお

話 を 語 り 合 い な が ら 、 一 言 一 言 に 複 雑 な 感 情 が 読 み 取 れ る お も し ろ さ が あ る

点が魅力です 。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

市 立 伊 丹 ミ ュ ー ジ ア ム で ６ 月 １ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 動 物 画 譚 展  お も し

ろくて不思議 な動物 たちの絵物語 」に行 ってきました 。「 動物 」にまつわ る昔

話や説話を描 いた絵 巻や絵画、書冊、人 形 、印籠など、室町時 代 から昭和初期

までの 150 点以上の 作品が、五章 に分け て展示されて いまし た。  



 

第一章「むかし むかし  あるところに」は「 桃太郎」「 分福茶釜 」「 鶴の草子（鶴

の恩返し）」「舌切雀 」「花咲爺」「猿蟹合 戦 」「かちかち山」の 絵 巻や絵画など

が 動 物 た ち に 焦 点 を 当 て な が ら 展 示 さ れ て い ま す 。 お ば あ さ ん が 拾 っ て き た

桃 が 、 普 通 サ イ ズ な の で 桃 太 郎 が 親 指 ほ ど の 大 き さ で 生 ま れ て い る 絵 や 、 桃

太 郎 が 鬼 退 治 に 行 く 前 に キ セ ル を 吸 っ て い る 絵 な ど が あ り 、 さ ま ざ ま な 絵 で

昔話が伝えら れ、楽し まれてきたこ とがわ かります。『昔咄虚 言 桃太郎』（ むか

しばなしとん だもも たろう）は、「桃 太郎 」の後日談で、桃太郎 が竜宮城へ 行

き、最後は「浦島太郎 」になったというお 話 で、江戸期（天明 ２年 ）にもパロ

ディがあった ことに 驚きました。  

 

第二章「めく るめく  動物の物語」は、狐 、鼠、猫、猿の物語の 絵が集められ

ていて、迫力 のある動 物らしい絵や 、ほんわ かした絵、着 物を着て 完全に擬人

化された絵な どがあ りました。特 に、鳥羽 院 に寵愛され ながら も 、院を病気 に

した妖狐の物 語「玉藻 前物語」の九尾の 狐は 、妖しく迫力があ りま した。第五

章「舶来の動物たち」は、ラクダ、ゾウ、バ クなど、画家が実際 に 見た海外の

動物もいれば 、想像で 描いた動物も ありま した。円山 応挙の「 猛 虎図」は 、毛

皮だけ見て描 いたと は思えないト ラで、 特に心に残り ました 。  

 

す べ て の 展 示 物 に 、 物 語 の あ ら す じ や 解 説 と 、 展 示 物 そ の も の の 解 説 が つ い

て い る こ と で 、 絵 か ら 物 語 を 想 像 し て た っ ぷ り 楽 し む こ と が で き ま し た 。 歌

川 国 芳 や 、 円 山 応 挙 、 葛 飾 北 斎 な ど 有 名 な 画 家 の 手 に な っ て い る 見 ご た え の

ある絵も、描 き手がわ からない素朴 な絵も あり、今の時 代と共通 する「動物を

見る目」もあ れば、違 う目もあるこ とがと ても興味深か ったで す。現在の絵 本

やマンガにつ ながる ようにも思い ました 。（Ｋ）  

 

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

来月配信の次 号（ NO.177）は、第５章「古田 足日先生」その２「散 文性のかく

得」（下 )です。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●刊行５０周 年深掘 り企画②おし いれの ぼうけん“出 会い直 し”ゼミ  

講師：宮川健 郎（武 蔵野大学名誉 教授、 IICLO 理事長）  

コーディネー ター： 橋口英二郎（ 童心社 取締役編集長 ）  

日時：５月 16 日（金 ）  18： 30～ 20： 00 

場所：童心社  KAMISIBAI ホール  ※後日、 アーカイブ配 信あり  

定員： 15 人  ※有料 、要申し込み  

主催：童心社  

 

●大阪府子ど も文庫 連絡会  2025 年度児 童文化講座（ 全９回 ）  

開催時期：６ 月～ 2026 年３月  定員： 250 人  ※有料、 要申し 込み  

会場：大阪府 立中央 図書館、大阪 市立中 央図書館  

主催：大阪府 子ども 文庫連絡会  

https://itami-im.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 キ ャ ロ ッ ト バ ト ン 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は５月 13 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

桜のあとは、 新緑の 季節。 ２階の 窓から 見える若葉が 、昨年 より高く見え る

のは木々の成 長なの でしょう。こ の一年 、いかに成長 したか 、我が身を顧 み

て考えこむ。 でもひ とまず、今は まばゆ い新緑にワク ワクし よう。花粉の 悩

みもまもなく 終わり 、私にとって もうれ しい春がやっ てきま す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

